
●新婚世帯向け住宅支援
　◦移住家族支援事業　3,500万円
　Ｕ・Ｉターンなど転入者の住宅取得費助成について、新婚世帯への加算額を引き上げます
　（20ページ参照）。
　◦定住家族支援事業　750万円
　居住誘導区域内に住宅を新たに取得する人への住宅取得費助成について、新婚世帯に
　加算します（20ページ参照）。
　◦転入新婚世帯向け家賃補助（移住・定住者向け補助制度　1,395万円）
　Ｕ・Ｉターンなど転入する新婚世帯を対象とした家賃補助を行います（16ページ参照）。
●男女の出会いサポート事業　98万円
　婚活イベントを開催し、男女の出会いを支援します。
●マイキャリア×ライフデザインセミナー
　（女性が輝くつばめプロジェクト推進事業　172万円）
　市内企業に勤める若手社員を対象に、結婚や子育てなどの人生設計と、キャリアプラン
　を考えてもらうセミナーを開催します。

●不育症治療助成事業　64万円
　妊娠はするものの、流産や死産を繰り返す不育症の治療費助成を新たに行います。
●不妊治療助成事業　765万円
　初診日から１年以内の一般不妊治療費助成を10割助成に拡充します。
●妊産婦医療費助成事業　3,354万円
　妊産婦に係る医療費の全額を助成します。

●育児家庭応援事業　150万円
　乳幼児を持つ保護者に対して、おむつ用ごみ袋を配布します（16ページ参照）。
●育児教室・育児相談会　216万円
　子育てにおける保護者の不安や悩みごとに対し、相談会や教室を開催します。
　ハッピーベビークラブ・産まれたよ会 /２カ月児育児相談会 /離乳食相談会 /
　親子のびすく教室 /療育相談会

●未満児保育拡充事業　450万円
　燕こども園に０歳児室を新設します。
●粟生津保育園大規模改修事業　2 億 9,430万円
　施設の全面的な改修にあわせて、未満児の受入人数を拡充します。
●園児通行ルート安全対策事業　370万円
　保育園児の散歩経路などに、防護柵の設置や外側線の引き直しを行います。

●なかまの会の児童クラブ化推進事業　159万円
　燕南小学校区のなかまの会の児童クラブ化を進めます。
●子どもの居場所づくり支援事業　23万円
　子ども食堂など子どもの居場所を提供する団体に対して助成金を交付します。

●子ども医療費助成事業　2 億 2,820万円
　高校卒業までの子どもに対する医療費助成を行います。
●病児・病後児保育運営事業　2,003万円
　病気の児童や回復期にある児童を、小児科医院に併設した保育施設で預かります。
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●問合せ　企画財政課 財政チーム☎️ 0256・77・8356 / 企画チーム☎️ 0256・77・8352

重点施策①

　子育て家庭が必要とする支援を利用しやすく、安心して子どもを産み育てられる環境を整
備します。結婚、妊娠・出産、子育ての問題を社会全体で共有し、連携して子育て支援に取
り組む環境を整えます。

子どもの発達段階に応じた切れ目ない支援を行います

結 婚

出 産

総合的できめ細かな子育て支援を行います
子育て情報を発信します
●子育てアプリ事業　60万円
　予防接種などのお知らせ発信や子どもの成長記録、妊
　婦の健康管理機能を備えたスマートフォン向けの「子
　育てアプリ」を導入します。
　◦子どもの成長記録
　◦妊婦の健康管理
　◦子育て情報の発信

●すこやか家族応援情報ページ
（公式ウェブサイトリニューアル事業 1,485万円）
　公式ウェブサイトリニューアルに併せて、すこやか家
　族応援情報ページのデザインも変更します。

地域社会が連携した子育て支援を進めます

働きながら子育てしやすい
ものづくりのまちを目指します

依頼会員 提供会員

援助

利用料支払

つばめ子育て
応援カード

サービス
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子どもサポート係 子育てコンシェルジュ

連携

妊娠からの子育て
相談コーナー

妊 娠
子育て
療 育

子育てコンシェルジュ
の配置

・ 子育て
　　 支援センター
・児童クラブ
・児童館

連携をしながらきめ細かな子育て支援を
行います

市内協賛店

認定した企業と男性の育児休業取得者に
奨励金を支給します

従業員の仕事と子育て
の両立を応援します！

つばめ子育て応援企業

男性の育児休業
取得促進

従業員

▶︎
経済的に困難な家庭に対して
利用料を減免します

子どもの預かりを
お願いします わかりました！

イメージ

３つの重点施策に
ついて、事業内容
を紹介します。

子育て相談窓口を一元化します
●子どもサポート係の新設　624万円
妊娠から子育てに関する相談窓口を市役所「子育
て支援課　　子どもサポート係」に一元化し、健康・
福祉部門と教育部門の連携による切れ目のない
支援体制をつくります（21ページ参照）。

●子育てコンシェルジュ育成事業 86万円
子育て支援センターなどの職員を対象に研修を
行い、修了者を「子育てコンシェルジュ」として
配置することで相談体制の強化を図ります。

育児の相互援助を進めます
●ファミリー・サポート・センター運営事業　399万円
児童の預かりなどを希望する保護者（依頼会員）と援助
できる人（提供会員）との相互援助活動をつなぐ「ファ
ミリー・サポート・センター」の利用料を所得に応じて
減免します（16ページ参照）。

仕事と子育てが両立できる職場環境づくりを
応援します
●つばめ子育て応援企業サポート事業　180万円
積極的に仕事と子育てが両立できるような職場
環境づくりを進める企業を「つばめ子育て応援
企業」に認定し、取り組みに応じて助成などを
行います（14ページ参照）。

子育てを応援する機運を高めます
●つばめ子育て応援カード事業　98万円
妊婦や中学生以下の子どもをもつ保護者に対して、協
賛企業での割引や特典を受けることができる「つばめ
子育て応援カード」を発行します（令和３年３月予定）。
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